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平成２４年度（通算第１３回） 

長崎自然共生フォーラム通常総会 
 

 

日時：平成２４年８月１８日（土） 

場所：大村総合福祉センター（大村市） 

 

開会挨拶  会長 宮原和明氏（長崎総合科学大学名誉教授） 

 

議長選出 

 

議  事 

１．会員状況報告について 

２．平成 23 年度事業報告について 

３．平成 23 年度決算報告について 

４．平成 23 年度監査報告について 

５．平成 24 年度事業計画（案）について 

６．平成 24 年度予算（案）について 

７．その他（案） 

 

プログラム 

14：00 幹事会 

14：30 受付開始 

15：00 総会 

15：30 基調講演（一般開放・60 分・質疑応答含む） 

「中国の防風林事業」 

松田英明氏（株・松田久花園 代表取締役社長） 

17：30 懇親会 きぶん（大村駅近く）会費 4,000 円（飲み放題） 

20：00 解散予定 

 

閉会挨拶  副会長 松田英明氏（長崎県造園建設業協会長） 

 

以上 
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第 1 号議案 

会員状況報告について 
 

 

平成 24 年 4 月 1 日現在 

正 会 員 ４５名 
会員未納会員 1 年分  １名 

会員未納会員 2 年分 １２名 
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第 2 号議案 

平成２３年度事業報告について 
 

 

○ 総会および運営委員会・幹事会 
総会は，6 月 18 日（土）15：55 から大村市弥勒寺(みろくじ)のシュシ

ュ：ぶどう畑のレストランで開催された．あいにくの雨だったが、長崎・

佐世保からの会員と大村駅で落ち合い，シュシュの送迎マイクロバスで途

中乗車の会員と合流して幹事会を行いながら，会場に向かった．宮原会長

あいさつ後，出席者 28 名（うち委任状 16 名）で会員 46 名の過半数を得

て，恒例により会長が議長となり，議事署名人に山本さん，為永さんを指

名して，議事進行した。なお、冒頭あいさつで宮原会長から県自然環境課

長の副会長就任についての話し合いの経過説明があり，不就任やむを得な

いとの報告があった。受付等に事務担当アルバイト牧 淳子氏の協力を得

た。 

第 1 号議案から第７号議案まで全て了承・承認され，会費未納会員 17

名については 3 ヶ年待つことになった．22 年度決算・23 年度予算，県費

補助を含む 23 年度事業計画および松田副会長の就任が承認され，河野副

会長（案）の不就任が了承された．（16：40 終了） 

幹事会は４月 22 日（金）環境カウンセリング協会長崎（長崎市五島町 3

－3－206）に運営委員および幹事８名が集まり，総会日程・会場・懇親会，

基調講演者について協議し，山口成美氏への依頼は冨永委員に一任し、ま

た県費補助事業への応募を了承した．副会長については松田(英)氏の了解

をとる．河野課長については，会長・事務局長で再度交渉する，ことなど

を取り決めた．（幹事会出席者：川里・中島・鈴木・冨永・為永・宮原・

松田(学)・山本 8 名 ABC 順）．（総会出席者：早瀬・川里・来崎・中瀬・

中島・宮原・松田・鈴木・冨永・為永・山本・吉田 12 名 ABC 順） 

注）6 月 2 日（木）夜，河野課長・田中参事，宮原会長・川里事務局長

で会合を持ったが，副会長就任の了解は得られなかった。 

 

○ 基調講演 
17：50 から社長の特別の計らいでのパン工房・集会室で行われた．冨

永委員の講師紹介のあとスライドを使用しての基調講演：“自然と農，そ

して食育”を山口成美氏にお願いした．氏は JA 営農指導員から“おおむ

ら夢ファーム”を設立されてシュシュ・代表取締役となられたが，以前か

ら定年帰農・朝市・産直・地産地消・農業の６次産業化を提唱され，食農

教育いわゆる食育を実践されている．食育体験により食べ物への感謝の気

持ちを自然に学んで欲しい，とのあいさつがあった．食べ物を通して自然

に感謝の気持ちで仕事しているとの言葉通り，豊富な経験はスライドに顕

されていた．最近はこのレストランを活用して冠婚葬祭にまで事業を拡大

しているとのことで，営農の拡大力はさすがである（18：00 まで）． 
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○ 交流会 
再びぶどう畑のレストランに戻り，松田副会長の乾杯の後，懇親会は

徐々に盛り上がっていく．シュシュ自家製のワインの追加注文もでてさら

にトークは弾み，瞬く間に 2 時間が過ぎてしまった．あいにくの雨だった

が，送迎マイクロバスの横付けで濡れずにすむ．早帰り組のメンバーとは

大村駅経由でお別れして二次会場までバスを回してもらった．ここではさ

らにカラオケで絶唱して元気あふれる会員諸氏の姿をご披露願った．皆さ

んとお別れしたのは最終列車近かった．長崎・佐世保からありがとうござ

いました（参加者：早瀬・川里・来崎・中島・宮原・松田・鈴木・冨永・

為永・吉田 10 名 ABC 順） 

 

○ 研究会 
第 1 回を早瀬監事のお世話で，7 月 6 日（水）18：00 から長崎市民会館

２F 研修室で，環境省総合環境政策局環境影響評価課・係長の講話をお願

いした． 

（内容）「環境アセスメント～審査の立場から」のテーマで，法改正の

要点が中心のお話で，とくに SEA（戦略的環境アセス）は既に 1969 年に

始まっているが，今般の制度改正により発電所に原発アセスが組み込まれ

たとのことであった．さらに報告書の流れが確立されてとくに縦覧が義務

化された．主なポイントは１）評価書の考え方が目標クリアからベスト追

及型に変わった，２）計画段階での配慮書の手続きの新設→SEA，3）交

付金事業もアセス対象，４）地方公共団体アセス制度との関係改善，５）

方法書→準備書→評価書の手続き流れ確立，で柔軟な制度となったが現在

も他省庁・法制局とのせめぎ合いが続いている，とのことであった．原発

アセスは今後どうなるのか？ SEA 段階でのパブコンはあるのか？など

の質問があった．10 名の参加があった． 

（出席者：早瀬，蒲原，川里，久保田，中瀬，中島，宮原，鈴木，ECAN

佐藤・松島） 

 

○ その他 
本年度も「緑といきもの賑わい事業」：大村・郡川中流部における郷土

風景の保全事業（外来種等除去作業及び生物多様性調査）の県費補助金が

認められ，最終年度となった．総事業費３０３千円（２/3 補助）．3 ヵ年間

の総事業費は１，１２６千円である．作業は極力，ボランティア中心との

県の指導もあって，調査・作業とも人員確保に苦慮した．長崎県生物学会

員，とりかぶと自然学校，ECAN（環境カウンセリング協会長崎）研修生，

大村・萱瀬地区商工会有志の協力を得た．これをもってセイタカアワダチ

ソウを中心とする外来生物除去のパイロット事業の役割を終えた． 
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第 3 号議案 

平成２３年度決算報告について 

 

 

自 平成 23 年 4 月  1 日 

至 平成 24 年 3 月 31 日 

 

一 般 会 計 

収  入 支  出 

会費 70,000 報償費 20,000 

預金利息 4 需用費 3,000 

寄付金 100,000 労務費 115,606 

借入金 150,000 役務費 38,080 

前期繰越金 128,815 未収金 190,000 

  次期繰越金 82,133 

合 計 448,819 合 計 448,819 

 
 

 

 
 

特 別 会 計 

収  入 支  出 

立替金 190,000 労務費 44,000 

負担金 113,606 作業費 112,000 

  役務費 115,500 

  消耗品費 17,866 

  印刷製本費 14,000 

  通信運搬費 240 

合 計 303,606 合 計 303,606 
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平成２３年度収支決算書 
 

 

自 平成 23 年 4 月  1 日 

至 平成 24 年 3 月 31 日 

 

１）収入の部 

科   目 予算額(a) 決算額(b) 差異(b-a) 備  考 

会費収入      

 通常会費 80,000 70,000 △10,000 35 人×2,000 円 

寄付金      

 寄付金 0 85,000 85,000 作業による 

  〃 0 15,000 15,000 会員による 

雑収入      

 補助金 0 0 0 次年度入金予定 

 雑収入 0 4 4 銀行預金利息 

 借入金 0 150,000 150,000  

当期収入合計(A) 80,000 320,004 240,004  

前期繰越金 128,815 128,815 0  

収入合計(B) 208,815 448,819 240,004  
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２）支出の部 

科   目 予算額(a) 決算額(b) 差異(b-a) 適  用 

報償費      

 謝金 20,000 20,000 0 講師謝礼 2 名 

需用費      

 消耗品 10,000 0 △10,000  

 印刷 0 3,000 3,000 ニューズレター11 号 

役務費      
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財 産 目 録 
 

平成 24 年 3 月 31 日現在 

 

科    目 金     額 

１．資産の部 

現 金 

普通預金 

親和銀行諫早支店 1621302 

郵便局 

未収金 

資産合計 

 

 35,025 円 

 

22,284 円 

24,824 円 

190,000 円 

 

 

 

 

 

82,133 円 

 

272,133 円 

２．負債の部 

負 債 

預り金 

負債合計 

 

150,000 円 

0 円 

 

 

 

 

150,000 円 

正 味 財 産 合 計 122,133 円 

 

 

 

 

 

 

 

収入内訳 
費  目 件数 単価 金額 摘  要 

会費収入 35 2,000 70,000  

預金利息 2  4 親和銀行 

借入金 1 150,000 150,000 ｶ)ﾊﾟﾙｺｳｿﾞｳ 

寄付金 3  100,000 ｴｺｼｽﾃﾑ、来崎氏、川里氏 

収入合計   320,004  
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支出内訳 
日付 金 額 出 金 先 摘     要 

23.04.15 2,250 郵便局 幹事会案内ハガキ 
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平成２３年度特別会計収支決算書 
 

 

自 平成 23 年 4 月  1 日 

至 平成 24 年 3 月 31 日 

 

１）収入の部 

科   目 決算額 備  考 

立替金 190,000 県費分 

負担金 113,606 事業負担金 

収入合計 303,606  

 

 

１）支出の部 

科   目 決算額 備  考 

労務費 44,000 ２名×１１日 

作業費 112,000 調査費・賃金 

役務費 115,500 借上料・地図代 

消耗品費 17,866 消耗品代 

印刷製本費 14,000 調査報告書印刷・コピー代 

通信運搬費 240 郵便料 

支出合計 303,606  
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収入内訳 
費  目 件数 単価 金額 摘  要 

県費立替金 1  190,000 長崎県自然環境課 

事業負担金 1  113,606 自己負担金 

収入合計   303,606  

 

 

支出内訳 
日付 金 額 出 金 先 摘     要 

23.07.12 500 大村市総務課 地形図販売代金 

08.23 120 大村水田郵便局 応募書類 

25 1,000 大村市総務課 地形図販売代金 

09.07 120 大村水田郵便局 交付申請書 

08 2,260 ベスト電器 インクトナー代 

10.13 4,726 ＯＫホームガーデン 三本鋏・軍手ほか 

11.06 4,830 カメラのキタムラ ｲﾝｸﾄﾅｰ・USB ﾁｯﾌﾟ代 

28 6,050 カメラのキタムラ     〃 

24.02.13 30,000 松尾公則氏 生物多様性調査費（５日間） 

 30,000 来崎良輝氏 生物多様性調査費（５日間） 

 30,000 宮崎正隆氏 生物多様性調査費（５日間） 

 22,000 遠谷勲氏 外来植物除去作業費（４日間） 

 24,000 川里弘孝氏 現場管理と取りまとめ（６日間） 

 20,000 牧淳子氏 筆耕労務費（５日間） 

 60,000 とりかぶと生活科学研究所 運搬車借上げ料（２４日間） 

 15,000 松尾公則氏 調査用借上車費（５日間） 

 15,000 来崎良輝氏 調査用借上車費（５日間） 

 15,000 宮崎正隆氏 調査用借上車費（５日間） 

 9,000 川里弘孝氏 現場管理用借上車費（１８日間） 

 14,000 とりかぶと生活科学研究所 調査報告書印刷代 

合計 303,606   
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第 4 号議案 

平成２３年度監査報告について 
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第 5 号議案 

平成２４年度事業計画（案）について 

 

 

 

 

１．総会を開催し，併せて講演会は一般開放する． 

 

２．研究会を年度内に２～３回開催して会員の意識向上を図り，実践活動も随

時行う． 

 

３．会員相互の情報交換・意見発表の場として E-mail・HP を活用やニュース

レターの発行などを行ない，会の活性化を図る． 

 

４．地域に関する調査・研究を行うとともに，会員外に向けアピールを行ない

活動への意見を募る． 

 

５．自然共生に関して他団体と協働する． 

 

 

平成 24年度予定表 
 

月 予定スケジュール 

４月 HP の保守・改訂作業 

河川清掃・ゴミ拾い活動開始（週１回） 

５月 幹事会・Save Japan Project 検討会 

６月 「ニュースレター」(第 12 号)の発行 

７月 「ノーマイカーデー」(毎月第 2 水曜日)参加 

総会及び講演会の開催（大村市） 

「みんなで守ろう！日本の希少生物種と自然環境」 

活動協力：多良山系のセイタカアワダチソウ調査 

８月 活動協力：オオキツネノカミソリ観賞登山とヤマネなど 

ミニ講演会活動協力(とりかぶと自然学校) 

９月  

１０月 研究会 

１１月  

１２月 「ノーマイカーウィーク」参加 

１月 「ニュースレター」(第 13 号)の発行」 

２月 研究会 

３月 意見交換会(幹事会) 

 

 



－  － １４ 

第 6 号議案 

平成２４年度予算（案）について 

 

 

 

 

収 入 

 

科 目 24 年度 前年度予算 備 考 

    

繰 越 金 82,133 128,815  

会 費 収 入 80,000 80,000 40×2,000 

寄 付 金 0 0  

雑 収 入 0 0  

未 収 金 190,000 0 県費立替金 

    

 352,133 208,815  

 

 

支 出 

 

科 目 24 年度 前年度予算 備 考 

    

報 償 費    

謝 金 20,000 20,000 10,000×2 回 

需 要 費    

消 耗 品 10,000 10,000  

役 務 費    

通信運搬費 25,000 25,000  

支 払 料 金 3,000 3,000  

そ の 他 12,000 12,000 事務補助 

会 議 費    

借 上 料 15,000 15,000 会場費 3 回 

そ の 他 0 0  

予 備 費    

 返 済 金 150,000 0  

  予 備 費 117,133 123,815  

    

 352,133 208,815  
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第 7 号議案 

その他（案） 

 

 

 

 

１．国及び地方公共団体が行う地球温暖化対策事業（「ノーマイカーデー運動」，

「緑のカーテン事業」）などに協力する． 

 

２．国及び地方公共団体が行う環境保全事業や緑化・美化清掃事業（「生態系保

全」，「河川・海岸清掃」など）を支援する． 

 

３．その他団体（とりかぶと自然学校，環境カウンセリング協会長崎：ECAN，

大村湾をきれいにする会，長崎グリーンヘルパークラブなど）とのコラボ

活動を行う。 

 

４．人事案件（案：別紙） 

 

 


